
2．主旨

建設セクターがプロダクト（建物）を提供し対価を得るという業態をとっている限り、建設に伴う環境効

率・資源利用効率の改善は望めない。建設セクターが空間の機能・性能（サービス）を提供するというサービ

スプロバイダー化すれば、環境効率・資源利用効率を改善するインセンティブになることが期待される。本研

究会は、こういったビジョンをもとに人工環境関連産業のサービスプロバイダー化のシーズ（例　建築インフ

ィルのリース化）を探り、これにかかわるフィージブルスタディを行う。

3．その他

年会費 ：5万円

研究期間 ：平成13年～平成16年3月

運用方法 ：年会費は、会議資料代等として運用される。全体会議を月1回程度行う。
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人工環境関連産業のサービスプロバイダー化特別研究委員会 RC-35
新たな豊かさを生む高付加価値・高環境効率産業の創造をめざして
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